
（現状の地域課題と事業目的）
高齢者率の高い中山間地域では、これからの5年後の移動課題を感じる人たちが多く存在する。そのような対象者へ介護予防としての位
置付けで移動する機会を提供する「Goトレ」（富山県黒部市で開発された新しい福祉サービス：外出自主トレーニングプログラム）を導
入し、南砺市（実証では福光エリア）の地域資源と移動資源をフル活用し移動課題の解決につなげる。また、交通事業者として比較的
遊休時間となる時間帯に、人と車両を有効活用ができる収益性のある新規モデルの事業化を目指す。

（事業の概要）

取組の概要

南砺市福光エリアで「Goトレ」を導入し、公共交通の利用促進と介護予防の実現、また、交通事業者が主体の新しいビジネスモデルを構
築できるか、さらに「Goトレ＠ふくみつ」の事業化、持続可能なサービスとして提供できる体制の実現が可能であるかを実証実験より検証する。

応募様式A

事業の基礎情報

実施主体 福光タクシー株式会社

事業実施地域 富山県南砺市福光エリア

共創の類型 官民共創 他分野共創（福祉・介護）

他分野共創の類型 介護・福祉・地域・まちづくり

共創パートナー
南砺市地域包括医療ケア部地域包括ケア課長寿介護係、南砺市総合政策部政策推進課交通政策係、社
会福祉法人南砺市社会福祉協議会

運行形態 タクシーの貸し切り運行と原則、通常の運行形態のある公共交通をフル活用していく。

運行主体 福光タクシー株式会社
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（地域の関係者との連携・協働）

（実証事業により見込まれる効果）

取組の詳細

応募様式A

外出習慣を定着させることと、様々な移動手段を体験（モビリティトレーニング）することによって、普段の暮らしの中で移動の選択肢が増
え、公共交通の利用頻度も上がる。昨年度の黒部市での実証実験においても、Goトレの滞在地において、一人一回あたり約2,500円
の消費行動がみられたことから人を動かすことよっての経済効果も見込める。

福光タクシー株式社会

事業の全体像・共創の仕組み

公共交通の利用促進
他の福祉サービスとの連携、調整

南砺市政策推進課

送迎（移動）

Goトレの事業主体
Goトレの設計と運営 全体事務局

実施主体（運行主体と同じ）

福光タクシー株式会社

Goトレの送迎
モビリティトレーニングの開発支援

運行主体

運行依頼

介護予防総合事業へ「Goトレ」のメニュー化
の検討、他の福祉サービスとの連携、調整

南砺市地域包括ケア課

参加者の集合場所になる拠点
介護予防拠点（体操教室）の調整

南砺市社会福祉協議会

バス、鉄道などの公共交通機関

連携・協力団体

介護予防総合事業としての効
果検証、予算化の検討

公共交通の利活用
（モビリティトレーニング） 参加者の集約

移動手段として利用

Goトレ＠ふくみつ共創プラットフォーム

送迎（移動）連携

本事業では、地域と交通と介護予防の課題を行政、福祉、交通事業者分野の連携と協働によって解決するモデルである。
介護予防事業は比較的に単価が安く、事業参入が少ない分野であるが、交通事業者が事業主体となることで安定的な売上と遊休時
間の稼働を上げ、収益性のある事業を実施することが出来る。Goトレプロブラムで公共交通の利用も増やすことができ、更に様々な移動
手段を体験（モビリティトレーニング）することによって、普段の暮らしの中で移動の選択肢が増え、公共交通の利用頻度も上がる。
介護予防総合事業のメニュー化を図ることで、介護予防財源を活用しながら移動支援も実現することができる。このように、移動という
テーマに連携し協働で取り組むことによって、介護予防、公共交通の利用促進、事業の持続可能な体制を実現することができる。
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（事業実施手順・スケジュール）

（補助事業実施後の予定）

取組の詳細
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市の介護予防総合事業のメニュー化（介護予防財源での予算化）に向け事業実施体制と効果検証を行い正式なメニュー化を目指
す。実証事業を踏まえ、事業者、利用者、行政の負担割合を検討し、交通事業者が実施することができるモデルになり得るものである。

Goトレ＠ふくみつ共創プラットフォーム

新しい福祉サービス「Goトレ＠ふくみつ」開発PJー中山間地域での福祉×交通×介護予防ー


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2

